
 

 
 

 

 

 

 

 

 

東洋大学（東京都文京区／学長・矢口悦子）とストラスブール大学（フランス・ストラスブール／学

長・Frédérique Berrod）は、1985 年に学術交流協定を締結して以来、学生の相互派遣や各分

野の教員交流を通じて、活発な学術交流を展開してきました。このたび、交流開始から 40 周年を記念

し、両大学において記念シンポジウムを開催します。東洋大学では、11月11 日（火）、12 日（水）

の 2 日間に、朝霞、赤羽台、白山の 3 キャンパスにおいて行います。また、10 月 27 日（月）から 11

月 12 日（水）の期間、フランスの文化や歴史に触れるイベント「”フランス-ストラスブール”ウィーク」を実

施します。 

 

▼東洋大学-ストラスブール大学交流 40 周年記念特設サイト：

https://sites.google.com/toyo.jp/toyounistra40thanniversaryspec/home 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

フランスのストラスブール大学は人文・社会科学から自然科学まで幅広い専攻分野を擁し、19 名のノ

ーベル賞受賞者を輩出するなど、世界的にも著名です。本学との学術交流では、経済学、文学、社会

学などの分野を中心に、長年にわたり活発な連携を続けてきました。特に研究員の交流に注力しており、

双方で受け入れ体制を整えてきたことから、40 年間にわたり毎年研究者交流を継続している唯一の協

定校となっています。 

 

今回のシンポジウムは、これまでの学術的な交流の歩みを振り返り、今後のさらなる発展につなげること

を目的として開催します。長年にわたり交流が行われてきた分野にとどまらず、ストラスブール大学との連

携をより幅広い学部・研究領域へと拡大する契機とします。シンポジウムでは、生命科学、食環境科学、

情報科学、人文学など多様な分野をテーマに、学術交流の一層の深化と新たな可能性を探ります。 

 

ストラスブール大学においては、10 月２日から３日（現地時間）にかけて、記念シンポジウムが開催

されました。「移行期の仕事―フランスと日本において」をテーマに、7 つのセッションが行われ、テーマの多

様な側面について研究成果が発表されました。東洋大学からは、矢口学長をはじめ 9 名の教職員が派

遣され、うち 7 名の研究者が発表を行いました。 

News Release 

報道関係各位 

2025 年 10 月 27 日 

学校法人 東洋大学 

東洋大学 × フランスの名門校「ストラスブール大学」交流 40 周年 

記念シンポジウムを 11 月 11 日・12 日に開催 

－ フランスの文化や歴史に触れるイベント「”フランス-ストラスブール”ウィーク」も開催 － 

 

https://sites.google.com/toyo.jp/toyounistra40thanniversaryspec/home


 

▼ストラスブール大学でのシンポジウムの様子 

https://sites.google.com/toyo.jp/toyounistra40thanniversaryspec/archive/strasbourg 

 

また、東洋大学でのシンポジウムの開催にあわせて、付帯イベント「”フランス-ストラスブール”ウィーク」も

開催。本イベントでは、両大学の交流の歴史や現状、フランス文化などを紹介する様々な企画を展開し

ます。これにより、フランス文化への理解を深め、国際交流や海外留学への関心を促す機会とします。 

 

本シンポジウムは、学外の方にも参加いただけます。参加方法は、特設サイトをご覧ください。「”フランス

ーストラスブール”ウィーク」は、一部学内者のみのプログラムもありますので詳細は下記をご覧ください。ぜ

ひ、この機会にフランスの文化に触れてみてください。 

 

 

 

◆Session-1 プラネタリーヘルスとグリーンケミストリー：持続可能な社会を共創する 

開催日時： 2025 年 11 月 11 日（火）9：00～12：10 

会場： 朝霞キャンパス 2101 教室 （〒351-0007 埼玉県朝霞市岡 48−1（MAP）） 

 

＜概要＞プラネタリーヘルスとグリーンケミストリーを軸に、人類と地球との新たな関係性を展望します。プラネ

タリーヘルスは、生態系の健全性と人間の健康が切り離せないことを示し、グリーンケミストリーは循環性を備

えた持続可能な物質設計への転換を提起します。これら SDGs の理念とも深く共鳴するテーマについて、東

洋大学とストラスブール大学の研究者が最新の成果を共有しつつ、持続可能な未来を次世代へ継承する

ために必要な視点を共に考えます。（開催言語：英・日） 

 

＜登壇者＞Stefan CHASSAING（ストラスブール大学化学研究所 教授）／清水 和哉（生命科学

部生命科学科 教授）／Catherine GROSDEMANGE-BILLIARD（ストラスブール大学生物活性分

子化学・生化学研究室 教授）／廣津 直樹（生命科学部生物資源学科 教授）／竹田 麻里（食

環境科学部フードデータサイエンス学科 教授）／［概要説明］根建 拓（生命科学部生命科学科 

教授）／［座長］吉江 由美子（食環境科学部食環境科学科 教授）／加藤 悦子（食環境科学

部食環境科学科 教授） 

同日開催：大学院生等によるポスターセッション（13 時～@朝霞キャンパス 2 号館特設エリア） 

 

◆Session-2 この変革期の中で教育はどう変わっていくのか？― 

開催日時： 2025 年 11 月 12 日（水）9：00～11：00 

会場： 赤羽台キャンパス INIAD ホール 〒115-8650 東京都北区赤羽台 1 丁目 7−11（MAP） 

 

＜概要＞AI の進化と大学 DX（デジタルトランスフォーメーション）は、現代の大学に大きな変革を迫ってい

ます。多くの日本の大学で DX 推進が喫緊の課題となる中、教育から運営まで抜本的な改革が求められて

います。その中で東洋大学情報連携学部（INIAD）は、日本の大学のデジタル変革の先駆けとなってきま

した。本セッションでは、まず INIAD の先進的な教育 DX の全体像を紹介し、続いてプログラミングや英語

教育といった具体的な分野における AI 活用事例を深く掘り下げます。さらにストラスブール大学の取り組み

も交え、AI と DX が導く大学の未来像を議論します。（開催言語：英・日・仏） 

 

＜登壇者＞坂村 健（情報連携学部 創設者／同情報連携学学術実業連携機構 機構長／ 東京

大学 名誉教授／東洋大学 名誉教授）／Thomas LAMPERT（ストラスブール大学 データサイエン

ス・人工知能講座 主任教授）／矢代 武嗣（情報連携学部 教授／YRP ユビキタス・ネットワーキング

研究所 研究員）／古藪 麻里子（情報連携学部 准教授） 

東洋大学×ストラスブール大学交流 40 周年記念シンポジウム開催概要 

https://sites.google.com/toyo.jp/toyounistra40thanniversaryspec/archive/strasbourg
https://sites.google.com/toyo.jp/toyounistra40thanniversaryspec/
https://maps.app.goo.gl/c5cCM9n7SsbaCGjA6
https://maps.app.goo.gl/LWWcYSCd3v9GHXMTA


 

 

◆Session-3 世界を開示するものとしての他社体験 

―混迷の時代の異文化コミュニケーションを問う 言語、文学、歴史の視座から 

開催日時： 2025 年 11 月 12 日（水）14：00～17：00 

会場： 白山キャンパス 円了ホール（〒112-8606 東京都文京区白山 5 丁目 28−20（MAP） 

 

＜概要＞分断と対立が進む混迷の時代を生きる私たちにとって、異文化コミュニケーションとは何をもたらすも

のなのでしょうか。コミュニケーションとは他者との意思疎通や交流であるばかりでなく、言葉の語源が示唆する

ように、共にあること、あるいは人間の在り方そのものとも言えるものです。この分科会では、言語、文学、歴

史の視座から過去および現在、未来におけるコミュニケーションの問題点と可能性について考察します。（言

語：日本語およびフランス語  ＡＩ翻訳付） 

 

＜登壇者＞Irini JACOBERGER-TSAMADOS（ストラスブール大学言語学部現代ギリシャ語学科 教

授）／朝比奈 美知子（文学部国際文化コミュニケーション学科 教授）／Antonin BERCHLER（ス

トラスブール大学言語学科日本語学科 准教授）／鈴木 道也（文学部史学科 教授）／［総合コメ

ンテーター］石井 洋二郎（東京大学・中部大学 名誉教授、京都先端科学大学 特任教授） 

 

 

 

東洋大学とストラスブール大学の 40 年という長きにわたる交流を記念し、フランスにまつわる様々なイベ

ントを、全 4 キャンパスで開催します。(特別講演と「French Community Zone」は学内者のみ対象) 

 

【イベント内容】 

●フランスにまつわるテーマの展示企画@各キャンパスの図書館 

［白山キャンパス］ 

・所蔵資料の中からフランス文学・絵本・文化を紹介〈10 月 20 日（月）～11 月 15 日（土）〉 

・<貴重資料展示>本学所蔵のちりめん本(フランス語版)〈11 月 11 日（火）～12 日（水）〉 

・<貴重資料展示>雑誌 Paris illustré(パリ・イリュストレ)日本特集号/1886 年 5 月号 

〈11 月 11 日（火）～12 日（水）〉 

［朝霞キャンパス］ 

・記念シンポジウム「Planetary Health and Green Chemistry」に参加して、環境×化学の未来

をデザインしよう！〈10 月 20 日（月）～11 月 12 日（水）〉 

［赤羽台キャンパス］ 

・あらためて、フランスってどんなとこ？ 〈10 月 20 日（月）～11 月 15 日（土）〉 

［川越キャンパス］ 

・ストラスブールから知るアルザスの歴史と文化 〈10 月 20 日（月）～11 月 12 日（水）〉 

 

●東洋大学×ストラスブール大学の交流の歴史やフランス文化を紹介するポスター展示 

開催期間：10 月 27 日（月）～11 月 12 日（水） 

設置場所：白山キャンパス 8 号館入り口＆6 号館 3 階 

 

●ストラスブール大学 短期招聘教員による特別講演 (※学内者のみ) 

開催期間：10 月 28 日（火）15：00～16：00 

会場：English Community Zone（ECZ）/白山キャンパス 8 号館 1 階 

講演者：Pauline Brunner 准教授（ストラスブール大学） 

講演内容：起業家のソーシャルキャピタル（社会関係資本）と、そのエコシステムへの統合をテーマに、

「”フランスーストラスブール”ウィーク」開催概要 

 

https://maps.app.goo.gl/yB241H3tn8FfaLH47


 

起業家が事業を始める際に、エコシステム内でネットワークを専門的に構築していく上で直面する課題

を取り上げ、社会ネットワーク理論と事例を通じて考察します。 

 

●言語・文化・留学体験からフランスを学ぶ 「French Community Zone」 (※学内者のみ) 

  開催期間：11 月 11 日（火）12：00～17：00・12 日（水）12：00～13：45 

会場：English Community Zone（ECZ）/白山キャンパス 8 号館 1 階 

実施内容：フランスからの留学生によるフランス文化の紹介プレゼンや簡単なフランス語のレッスン、フ

ランスの歌やゲームなど、楽しみながらフランスについて学びます。 

 

●フランス食体験！フランスガレットの専門店「グリシーヌ」のキッチンカーが登場 

開催期間：11 月 11 日（火）・12 日（水）11:00～15：00（予定） 

場所：白山キャンパス キャンパスプラザ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【学校法人 東洋大学について】 

東洋大学は 1887 年に哲学者・井上円了により「哲学館」として創立され、「諸学の基礎は哲学にあ

り」「独立自活」「知徳兼全」を建学の精神としています。創立者の志を受け継ぎ、東洋大学の教育理

念である「物事の本質に迫って深く考え、考察を重ねること」を基礎とし、科学する力、実践する力を育て

ることで、地球社会の様々な課題に取り組む力を養うことを目指しています。 

2025 年度現在、白山、赤羽台、川越、朝霞キャンパスに 14 学部 51 学科専攻と大学院 15 研究

科を擁する総合大学へと発展しました。     

＜東洋大学 HP＞ https://www.toyo.ac.jp/ 

東洋大学の国際化推進について ― 国内初！HEIAS プログラムの認証バッジを取得 

東洋大学は、教育・研究・運営のあらゆる領域で国際化を推進しています。 

2025 年 10 月には、日本の大学として初めて、国際大学協会（IAU）による『HEIAS 包括的国際

化およびグローバル・エンゲージメント・ラーニングバッジ』を取得し、国際的認証を受けました。この認定

は、本学が 10 年以上かけて取り組んできた、国際化推進プロジェクト「TOYO GLOBAL 

DIAMONDS」の成果が評価されたものです。今後も世界の大学との連携を深化させ、学生・教職員が

“世界とともに学び、挑戦する大学”を目指します。 

詳細はこちら：https://www.toyo.ac.jp/news/20251023-18388.html 

【本件に関する報道関係の方からの問い合わせ先】 

東洋大学 総務部広報課 

TEL:03-3945-7571  MAIL：mlkoho@toyo.jp 

 

https://www.toyo.ac.jp/
https://www.toyo.ac.jp/news/20251023-18388.html

